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旧
七
左
衛
門
村
・
越
巻
村
・
大
間
野
村
の
来
歴

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

旧
七し

ち

左ざ

衛え

門も
ん

村
・
越こ

し

巻ま
き

村
・
大
間

お

お

ま

野の

村
の
来
歴
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
相
当
す
る
代
表
的
な
編
さ
ん
物
と
し
て
、

①
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（

1
）

②
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』（

2
）

③
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』（

3
）

④
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』（

4
）

が
あ
る
。

各
編
さ
ん
物
に
お
け
る
記
載
に
お
い
て
、

Ａ
「
旧
新
田
槐
戸
（
さ
い
か
ち
ど
）
村
」
よ
り
「
旧
七
左
衛
門
村
・
越
巻
村
・
大
間
野
村
」
が
分
村
し
た
と
い
う
点

は
共
通
で
あ
る
が
、
「
分
村
の
時
期
」
を
含
む
「
近
世
の
来
歴
の
詳
細
」
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

今
回
、
筆
者
が
既
に
発
表
済
み
の
論
考
（

5
）

よ
り
、
「
旧
七
左
衛
門
村
・
越
巻
村
・
大
間
野
村
」
の
「
分
村
の
時

期
」
を
含
む
「
近
世
の
来
歴
の
詳
細
」
及
び
「
検
地
の
年
度
」
な
ど
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

分
村
の
時
期
を
含
む
近
世
の
来
歴
の
詳
細
及
び
検
地
の
年
度

旧
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
領
旧
七
左
衛
門
（
し
ち
ざ
え
も
ん
）
村

①

分
村
以
前
の
村
の
起
立
の
時
期

寛
永
の
頃
（
一
六
二
四
～
四
四
）（

6
）
（

1
）

②

名
称
の
変
遷

Ａ

慶
安
二
～
三
年
（
一
六
四
九
～
五
〇
）
ま
で
に
は

新
田
槐
戸
村
（

7
）
（

8
）

Ｂ

寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
か
ら

七
左
衛
門
新
田
（

12
）
（

9
）
（

11
）

ま
た
は
七
左
新
田
（

6
）
（

9
）
（

11
）

に
分
村

Ｃ

元
禄
十
三
年
か
ら
十
五
年
（
一
七
〇
〇
～
〇
二
）
ま
で
に
は

七
左
衛
門
村
（

13
）
（

14
）
（

1
）

③

近
世
の
管
轄
の
沿
革

Ａ

慶
安
二
～
三
年
（
一
六
四
九
～
五
〇
）
ま
で
に
は

か
ら

寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
ま
で

御
料
所
（

6
）
（

1
）

Ｂ

寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
か
ら

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
十
二
日
ま
で

土
屋
但
馬
守
・
相
模
守
領
（

9
）
（

11
）
（

12
）

Ｃ

元
禄
十
三
年
か
ら
十
五
年
（
一
七
〇
〇
～
〇
二
）
ま
で
に
は

御
料
所

＋

旗
本
領
（
平
岡
・
曾
我
・
菅
谷
・
長
山
・
中
條
）
（

1
）

④

検
地
の
年
度
（

1
）

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
・
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
・
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

旧
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
領
旧
越
巻
（
こ
し
ま
き
）
村

①

分
村
以
前
の
村
の
起
立
の
時
期

寛
永
の
頃
（
一
六
二
四
～
四
四
）（

6
）
（

1
）

②

名
称
の
変
遷

Ａ

慶
安
二
～
三
年
（
一
六
四
九
～
五
〇
）
ま
で
に
は

新
田
槐
戸
村
（

7
）
（

8
）

Ｂ

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
か
ら

越
巻
村
に
分
村
（

9
）（

10
）
（

11
）
（

12
）

Ｃ

元
禄
十
三
年
か
ら
十
五
年
（
一
七
〇
〇
～
〇
二
）
ま
で
に
は
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七
左
衛
門
村
枝
郷
越
巻
村
（

13
）
（

14
）
（

1
）

③

近
世
の
管
轄
の
沿
革

Ａ

慶
安
二
～
三
年
（
一
六
四
九
～
五
〇
）
ま
で
に
は

か
ら

寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
ま
で

御
料
所
（

6
）
（

1
）

Ｂ

寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
か
ら

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
十
二
日
ま
で

土
屋
但
馬
守
・
相
模
守
領
（

9
）（

10
）
（

11
）
（

12
）

Ｃ

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
十
二
日
か
ら

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
ま
で

御
料
所
（

1
）

Ｄ

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
か
ら

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
ま
で

永
井
伊
賀
守
領
（

15
）
（

1
）

Ｅ

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
か
ら

御
料
所
（

1
）

④

検
地
の
年
度
（

1
）

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）（

16
）

・
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
・
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
・

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

旧
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
領
大
間
野
（
お
お
ま
の
）
村

①

分
村
以
前
の
村
の
起
立
の
時
期

寛
永
の
頃
（
一
六
二
四
～
四
四
）（

6
）
（

1
）

②

名
称
の
変
遷

Ａ

慶
安
二
～
三
年
（
一
六
四
九
～
五
〇
）
ま
で
に
は

新
田
槐
戸
村
（

7
）
（

8
）

Ｂ

寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
か
ら

大
間
野
村
に
分
村
（

9
）
（

12
）
（

1
）

Ｃ

元
禄
十
三
年
か
ら
十
五
年
（
一
七
〇
〇
～
〇
二
）
ま
で
に
は

七
左
衛
門
村
枝
郷
大
間
野
村
（

13
）
（

14
）
（

1
）

③

近
世
の
管
轄
の
沿
革

Ａ

慶
安
二
～
三
年
（
一
六
四
九
～
五
〇
）
ま
で
に
は

か
ら

寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
ま
で

御
料
所
（

6
）
（

1
）

Ｂ

寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
か
ら

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
十
二
日
ま
で

土
屋
但
馬
守
・
相
模
守
領
（

9
）
（

12
）
（

1
）

Ｃ

元
禄
十
三
年
か
ら
十
五
年
（
一
七
〇
〇
～
〇
二
）
ま
で
に
は

御
料
所
（

1
）

④

検
地
の
年
度
（

1
）

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
・
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）

結
び
に
か
え
て

史
料
か
ら
判
明
す
る
「
分
村
の
時
期
」
は
、
寛
文
二
～
九
年
（
一
六
六
二
～
六
九
）
で
あ
る
。

注
（
1
）
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立

（
一
九
六
三
）『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』［
第
三
期
］
第
十
巻
、
雄
山
閣
、
一
五
二
～
一
五
四
頁
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（
2
）
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
成
立

（
一
九
五
四
）『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
十
一
巻
、
埼
玉
県
立
図
書
館
、
一
〇
四
～
一
一
三
頁

（
3
）
竹
内

理
三
編
（
一
九
八
〇
）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
十
一

埼
玉
県
、
角
川
書
店
、

四
二
三
、
三
六
七
、
一
八
二
、
一
八
三
頁

（
4
）
小
野

文
雄
編
（
一
九
九
三
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
十
一

埼
玉
県
の
地
名
、
平
凡
社
、

一
〇
三
七
・
一
〇
三
八
頁

（
5
）
秦
野

秀
明
（
二
〇
二
〇
）
「
越
谷
地
名
大
全
」『
古
志
賀
谷
』
第
十
九
号
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
、
五
五
～
七
一
頁
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
）

（
6
）
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
「
越
谷
神
明
縁
起
」
（
加
藤

幸
一
氏
解
読
）

h
t
t
p:
/
/
k
o
s
hi
ga
y
a
h
i
s
t
o
r
y
.o
r
g
/
1
6
08
14
_
k
_
s
h
i
n
m
e
i_
e
n
g
i
.
pd
f

（
7
）
慶
安
二
～
三
年
（
一
六
四
九
～
五
〇
）
成
立

※
（
林

巌
氏
の
見
解
）

（
一
九
七
七
）『
武
蔵
（
正
保
）
田
園
簿
』
、
近
藤
出
版
社
、
一
五
〇
頁

（
8
）
注
（
1
）
「
正
保
年
中
改
定
図
」、
八
〇
頁

（
9
）
（
一
九
八
三
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
八
九
～
一
九
一
頁

（
10
）
『
寛
文
印
知
集
』
『
続
々
群
書
類
従
』
第
九
、
地
理
部
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
六
七
・
二
六
八
頁

・
荘
嶋
村
、
西
新
井
村
、
末
田
村
、
砂
原
村
、
小
曾
川
村
、
後
谷
村
、
野
嶋
村
、
越
巻
村
が
記
載

（
11
）
（
一
九
七
五
）
『
土
浦
市
史
』
、
土
浦
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
土
浦
市
史
刊
行
会
、
附
録

・
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
荻
島
村
、
西
新
井
村
、
末
田
村
、
砂
原
村
、
小
曽
川
村
、
後
谷
村
、
野
島
村
、

越
巻
村
の
8
ヶ
村
が
記
載

・
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
寛
文
四
年
の
村
々
＋
神
明
下
村
、
七
左
エ
門
新
田
の
10
ヶ
村
が
記
載

（
12
）
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
十
月
「
七
左
衛
門
新
田
年
貢
割
付
」

（
一
九
七
三
）『
越
谷
市
史

三
』
史
料
一
、
越
谷
市
役
所
、
二
三
七
～
二
四
二
頁

・
七
（
治
）
左
衛
門
新
田
、
大
間
野
、
越
巻
村
が
記
載

（
13
）
元
禄
十
三
年
か
ら
十
五
年
（
一
七
〇
〇
～
〇
二
）
に
か
け
て
作
成

『
元
禄
郷
帳
（
武
蔵
国
郷
帳

下
）』

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

ht
t
p
s
:
/
/w
w
w
.
di
g
i
t
a
l
.
a
r
c
hi
v
e
s
.
g
o.
jp
/
D
A
S
/
p
i
c
k
up
/
v
i
e
w
/d
et
a
i
l
/
d
e
t
a
i
lA
r
c
h
i
v
es
/

0
3
0
20
0
0
0
0
0
/0
00
0
0
0
1
8
6
6
/
0
0

・
七
左
衛
門
村
に
「
古
は
槐
戸
村
」
の
注
が
付
さ
れ
る

（
14
）
注
（
1
）
「
元
禄
年
中
改
定
図
」、
八
三
頁

（
15
）
注
（
4
）
宝
永
期
「
岩
槻
藩
五
ヶ
筋
村
高
帳
」
、
一
〇
三
八
頁

（
16
）
萩
原

龍
夫
・
竹
内

誠
・
本
間

清
利
（
一
九
七
五
）
『
越
谷
市
史

一
』
通
史
上
、
越
谷
市
役
所
、

四
六
六
頁

旧
大
間
野
村
の
「
元
禄
八
年
」
の
検
地

は
じ
め
に

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（

1
）

に
は
、
「
七
左
衛
門
村
枝
郷
越
巻
村
附
持
添
新
田
」
の
記
載
と
し
て
、
「
七
左
衛
門

村
よ
り
分
村
す
」
と
あ
る
。

ま
た
、「
七
左
衛
門
村
枝
郷
大
間
野
村
附
持
添
新
田
」
の
記
載
と
し
て
、「
大
間
野
村
も
七
左
衛
門
村
の
分
村
に
て
」

と
あ
り
、
「
越
巻
村
」
と
「
大
間
野
村
」
は
「
七
左
衛
門
村
」
よ
り
分
村
し
た
来
歴
が
判
明
す
る
。

さ
ら
に
、
「
七
左
衛
門
村
」
及
び
枝
郷
で
あ
る
「
越
巻
村
」
と
「
大
間
野
村
」
の
「
検
地
」
が
実
施
さ
れ
た
年
代

を
、
同
書
（

1
）

は
以
下
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

①
「
七
左
衛
門
村
」

「
検
地
の
年
代
は
前
村
に
同
じ
（
※

筆
者
注

元
禄
八
年
）（

2
）

②
「
七
左
衛
門
村
枝
郷
越
巻
村
」

「
検
地
の
年
代
は
前
村
に
同
じ
（
※

筆
者
注

元
禄
八
年
）（

2
）



20

③
「
七
左
衛
門
村
枝
郷
大
間
野
村
」

「
検
地
は
元
禄
十
年
酒
井
河
内
守
糺
す
」

以
上
の
よ
う
に
、

「
七
左
衛
門
村
」
及
び
枝
郷
で
あ
る
「
越
巻
村
」
に
お
い
て
は
、「
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
」
に
「
検
地
」
が
実
施

さ
れ
、
同
じ
く
枝
郷
で
あ
る
「
大
間
野
村
」
の
み
が
「
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
」
に
「
検
地
」
が
実
施
さ
れ
た
事

実
が
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（

1
）

の
記
載
に
よ
り
判
明
す
る
。

「
元
禄
八
年
」
の
検
地

旧
大
間
野
村
に
該
当
す
る
地
に
、
旧
家
で
あ
る
「
Ａ
家
」
が
存
在
し
、
現
在
も
古
文
書
群
を
所
有
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
一
月
二
十
六
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
加
藤

幸
一
氏
は
、

解
読
者

鈴
木

秀
俊
、
記
録
者

加
藤

幸
一
と
し
て
、

「
元
禄
八
亥
御
検
地
御
水
帳
、
小
抜
書
抜
」

（
表
紙
）

「

安
永
二
巳
年
正
月

元
禄
八
亥
御
検
地
御
水
帳
、
小
抜
書
抜
」

を
記
録
さ
れ
た
が
、
未
公
表
で
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
十
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
「
地
誌
研
究
倶
楽
部
」
の
「
巡
検
（
案
内

加
藤

幸
一

氏
）
」
に
参
加
し
た
筆
者
は
、
旧
家
で
あ
る
同
「
Ａ
家
」
を
訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
際
、
「
元
禄
八
亥
御
検
地
御
水
帳
、

小
抜
書
抜
」
の
原
本
を
、
所
有
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
拝
見
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
た
。

こ
の
原
本
を
閲
覧
し
た
筆
者
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
会
報
『
古
志
賀
屋
』
第
十
九
号
で
「
越
谷

地
名
大
全
」（

3
）

を
発
表
し
、
現
在
の
越
谷
市
内
に
該
当
す
る
村
々
の
「
検
地
」
の
実
施
年
代
を
ま
と
め
て
い
た
経

験
に
よ
り
、
「
大
間
野
村
」
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
検
地
」
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（

1
）

に
記
載
さ
れ
た
元

禄
十
年
で
は
な
く
、
「
七
左
衛
門
村
」
及
び
枝
郷
で
あ
る
「
越
巻
村
」
と
同
様
に
、
元
禄
八
年
に
「
検
地
」
が
実
施

さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
発
見
し
た
。

結
び
に
か
え
て

安
永
二
巳
年
（
一
七
七
三
）
正
月
に
、
「
元
禄
八
亥
御
検
地
御
水
帳
」
を
小
抜
書
抜
し
た
文
書
で
あ
る
「
元
禄
八

亥
御
検
地
御
水
帳
、
小
抜
書
抜
」
の
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
精
査
は
、
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
「
大
間
野
村
」
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
検
地
」
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（

1
）

に
記
載
さ
れ
た
元
禄

十
年
で
は
な
く
元
禄
八
年
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
、
元
禄
八
年
と
元
禄
十
年
の
「
二
度
」
で
あ
っ
た
の
か
も
不
明

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（

1
）

の
記
載
に
よ
れ
ば
、
「
大
間
野
村
」
と
東
隣
の
境
を
接
す
る
「
蒲
生
村
」

の
「
西
分
（
※

筆
者
注

蒲
生
村
の
大
凡
、
西
の
半
分
の
地
域
）
」
の
「
検
地
」
の
実
施
は
、
元
禄
十
年
に
酒
井
河

内
守
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の
「
蒲
生
村
」
の
北
隣
の
境
を
接
す
る
「
登
戸
村
」
の
「
検
地
」
の
実
施
も
、
元
禄
十

年
に
酒
井
河
内
守
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（

1
）

に
記
載
さ
れ
る
「
大
間
野
村
」
の
元
禄

十
年
の
「
検
地
」
の
実
施
も
、
地
理
的
に
は
必
ず
し
も
不
合
理
で
は
な
い
。

注
（
1
）
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立

（
一
九
六
三
）『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
［
第
三
期
］
第
十
巻
、
雄
山
閣
、
一
五
二
～
一
五
四
頁

（
2
）
注
（
1
）
「
四
丁
野
村

[

中
略]

検
地
は
元
禄
八
年
酒
井
河
内
守
改
む
」
、
一
五
二
頁

（
3
）
秦
野

秀
明
（
二
〇
二
〇
）
「
越
谷
地
名
大
全
」『
古
志
賀
谷
』
第
十
九
号
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
、
五
五
～
七
一
頁
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
）


